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議会活動の充実に関する調査特別委員会 地区説明会

経 緯

昨年１０月に開催した議会報告会において、

議員報酬の増額に関連して、

『活動が見えていない』、

『議会・議員が何をしているのか分からない』

など、多くの厳しいご意見を伺いました。

議会として、大いに反省･･･

議会改革について議論を進め、実践してきましたが、議会・議員活動が伝わって

いないことや不十分だと感じられていること、議会に魅力を感じられていないこ

となど、町民と議会との距離が縮まってないことを実感させられました。

さらなる活動の充実を検討すべき！

議会報告会で寄せられた意見からの反省を踏まえ、町民の皆さんのもとへ足を運

び、様々な意見に耳を傾け、また議会内容を伝えることで開かれた議会をめざす

とともに、議会がより身近な存在となるために、町民の意見を町政に反映してい

く活動を一層推進していくことを目的として、１２月定例会において「議会活動

の充実に関する調査特別委員会」を設置しました。

集落での説明会を開催

議会・議員のあり方を町民の皆さんと一緒に

考えていくため、これまでの経緯や取組を説明する会を、

町内８７集落で開催することとしました。

○開催期間 令和２年１２月１９日～令和３年２月１５日

〇開催集落 ５７集落、３団体 参加者７７４人

〇資料配布 ３０集落 ４７２戸

（開催見合せとの回答による未開催集落への対応）

●説明会を開催したほぼ全集落において、

「議会が小集落に出向いてきて意見交換できることは、とても有意義で

あった」というご意見を伺いました。



○議会活動等に関する主なご意見

・今後も、年に１回は集落に出向いて、意見交換をしてほしい。

・集落説明会を重ねて、議会・議員活動に対する町民の理解を深めることが必要。

・相談や要望などの対応に窓口担当議員を。

・会に参加して、議員との距離が近くなった気がする。

・定期的に集落に出向く活動に期待する。

・もっと議員が町内を歩き、積極的に情報発信していくことが必要。

・魅力を伝える活動をしないと、議員になりたい人も出てこないと思う。

・小中学生に議会・議員体験をしてもらい、思いを伝えたり仕事内容をわかって

もらえたらいいと思う。

町民と議会の関係強化の推進を！

議会・議員活動のさらなる充実を図り、町民の議会への関心を高めるためにも、

これまで各地区で開催していた議会報告会を、令和３年度から町内全集落で開催

することとします。

その他、議会の魅力向上や関心を高める方策として、子どもや若者などを対象に

した模擬議会の開催やオンライン会議システムを活用した傍聴環境の多様化、町

民の皆さんの意見をお聴きするための様々な方策として、集落や地区で行われて

いるサロン、ミニデイなどの場に伺ったり、議会主催のテーマを設けたサロンを

開催したりするなど、町民の皆さんとの関係強化の推進を図ります。

議員報酬はどうあるべきか･･･

集落説明会では、議員報酬のあり方についてもご意見を伺いました。

○議員報酬に関する主なご意見

・報酬増額は反対、白紙撤回すべき。

・町民を無視して報酬を増額するのは反対。

・審議会の答申のまま可決したのはおかしいと思う。

・次の選挙で無投票になってから検討してもよかったのでは。

・報酬増額は短絡的。他の立候補しやすい方策を考えるべき。

・定数を減らして報酬に回すのであれば、理解も得られるのでは。

・５万円の増額は多すぎないか。金額を考えてほしい。

・税収が減る中、財政面を含め、再度検討してもらいたい。

・報酬増額したからと言って、若い人が出馬するとは思えない。



・審議会の答申が出たときと、世の中の状況が大きく変わっている。

・報酬を増額することには賛成だが、コロナの今の時期の増額はどうかと思う。

・報酬は増額してもいいが、１度に上げずに段階的に上げてほしい。

・報酬を増額しても、その分、しっかり仕事をしてもらいたい。

・市議会議員と町議会議員の仕事はさほど変わらないのに、なぜ町議会議員だけ

が批判されないといけないのか。堂々と増額すればいい。

・現在の報酬では、兼職の人と退職後の年金受給者くらいしか立候補できないの

ではないか。それなりの報酬は必要。

・増額に反対する理由はない。むしろ、もっと増額すべき。

・議決したのであれば、議員として然るべき責任を貫けばよい。

施行日の繰延べを

コロナ禍により説明の機会が不足したこと、長引く感染拡大による社会的影響の

大きさに鑑み、施行日を２年繰延べ令和５年７月３０日とし、活動の充実と関係

強化の推進を図る期間とするとともに、熟慮の期間としてはどうかと考えます。

議員定数はどうあるべきか･･･

また、報酬の増額にあわせ、議員定数はどうあるべきかというご意見も多く寄せ

られました。

○議員定数に関する主なご意見

・人口が減少しているため、定数を減らしてもいい。

・定数を減らして報酬を調整しては。

・定数を限界まで減らせばよい。

・定数を２人減らすべき。

・報酬は報酬、定数は定数で、切り離して考えるべき。

・定数は削減してほしくない。１２人でも少ない。

・２元代表制のもと、むやみに定数は減らすべきではない。

さらなる検討が必要

定数を削減しても議会の監視機能などが損なわれないよう、議会・委員会運営の

あり方などを再度、十分に検討した上で、今後の人口推移などを参考に、町民の

皆さんと意見交換を行いながら判断してはどうかと考えます。


